












補助的に用いるとされる（Piaget, Inhelder, & Sze


















































































































































chanska, Murray, Jacques, Koenig, & Vandegee
st, 1996; Carlson & Moses, 2001）。Carlson & 
Moses（2001） は，10 種類の認知課題を行い，そ























































課題（MFF）を KRISP（Wright, 1971） として
幼児期におけるメンタルローテーションと自己制御との関連性312
幼児用に改めて尺度化したものである。見本と同




























































千葉県内の私立保育園の 58 名（3 歳児群 19 名,
平均月齢 48.28 ヶ月, SD=3.54,4 歳児群 22 名 , 平
均月齢 59.73 ヶ月 ,SD=3.55,5 歳児群 17 名, 平均月
齢 73.94 ヶ月, SD=3.82, 全体の平均月齢 60.35 ヶ
月, SD=10.76）に実験を行い，保育士担任 4 名に
は各子どもの自己制御質問紙の回答を求めた。
実験調査時期















測定する為に HSP 言語を基本にして API 関数を
呼び出して，提示，計測，記録のできるプログラ
ムを組んだ。



































以上の 4 側面である。自己主張を除く他の 3 側面
は，「非顕在的な反応を行うために顕現している
























べて高く生じる（Child,1979; Kosslyn, Margolis, 
Barret, Goldknopf, & Daly, 1990; Marmor, 1977）。
本研究で得られた，刺激条件，年齢別の決定係
数と誤反応数の平均と SDを表 1 に示した。まず
決定係数について，刺激条件（Flag,Gee）×年










3 歳児 ４歳児 ５歳児
決定係数 Flag M .33 .36 .46
SD .31 .30 .30
Gee M .15 .39 .41
誤反応 Flag M 3.79 4.05 5.53
SD 3.33 2.85 2.66
Gee M 3.79 4.00 5.71




平均並びに SDを表 2 に示した。平均値の差を検
討する為に自己制御の下位能力（自己主張（A）・
自己抑制（I）・注意の移行（S）・注意の焦点化（F））






己主張（A）では 3 歳や 4 歳児よりも 5 歳児が高
く（MSe=1.032,  p<.05），自己抑制（I）では 3 歳
児よりも 4 歳児や 5 歳児の方が高かった（MSe= 
.620,  p<.05）。注意の移行（S）では有意差が年齢
間の差が認められなかったが，注意の焦点化（F）
では，5 歳児が 3 歳児より高い値を示した（MSe= 
.880, p<.05）。また，下位能力の成績比較をすると，
いずれの年齢群においても注意の焦点化（F）が




























Flag 決定係数 － .1140 －.0615 .0592 .1287 .3019 .2691 .1703
Gee 決定係数 － －.0370 .0038 .1679 .2360 .1243 .1184
Flag 誤反応 － .7813 －.1071 .0294 －.0015 －.0337
Gee 誤反応 ＊＊ － .0617 .1473 .1618 .0825
自己主張（A） － .4696 .3504 .3743
自己抑制（I） ＊ ＊＊ － .6013 .8706
注意の移行（S） ＊ ＊＊ ＊＊ － .4944
注意の焦点化（F） ＊＊ ＊＊ ＊＊ －


























歪度（z） 2.310* 1.781ns 1.544ns 1.628ns
尖度（z） －3.661** －2.420** －4.026**
歪度と尖度（Chi） 5.488ns 4.079ns 3.567ns 3.612ns
コルモゴルフ・ス .128* .152** .136 .157** ミルノフ検定


























主効果が認められた（Flag 刺激で F（3,168）= 28. 








ことが示された。特に 3 歳児から 5 歳児にかけて
大きな変化があるようだ。5 歳児であっても平均
表 4　自己制御の高得点と低得点群のメンタルローテーション指標における比較
自己主張（A） 自己抑制（I） 注意の移行（S） 注意の焦点化（F）
高得点群 低得点群 高得点群 低得点群 高得点群 低得点群 高得点群 低得点群
決定係数 Flag M  .42  .34 .46 .30 .46 .30 .43 .33
SD  .29  .33 .32 .29 .35 .25 .32 .30
決定係数 Gee M  .35  .28 .38 .26 .35 .29 .37 .26
SD  .26  .34 .29 .31 .30 .31 .29 .31
誤反応数 Flag M 4.21 4.59 4.59 4.21 4.69 4.10 4.48 4.31
SD 3.09 3.01 3.12 2.96 2.96 3.12 3.18 2.92
誤反応数 Gee M 4.69 4.17 4.93 3.93 5.17 3.69 4.90 3.97
SD 3.09 3.24 3.35 2.92 3.29 2.89 3.34 2.95
注）高得点群 N =29，低得点群 N =29
幼児期におけるメンタルローテーションと自己制御との関連性316
決定係数は Flag 刺激で r 2=.46，Gee 刺激で r 2= 
.41 でしかなく，Estes（1998）が用いたメンタル
ローテーションを適切に行っているとした基準
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The relevance of mental rotation and 
self-regulation in preschool children
Mitsuru Noda, Yoko Ochiai
Fifty-eight preschool children were conducted mental rotation and were rated according to the self-
regulation scale. Positive correlations were confirmed between the determination coefficient, a useful 
quantitative index of linearity by Estes (1998), self-inhibition, and attention shifting. Moreover, high-level 
performers of self-inhibition showed a higher determination coef cient than low-level performers. A similar 
tendency was observed in attention shifting and attention focusing. As the scale of self-regulation is divided 
into action and attention control, we examined the level of sub-competence under mental rotation.
keywords : mental rotation, self-regulation, inhibition
